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ク リシ ュナ神 話 に おけ るyajnaとpuja

― Visnu puranaよ り―

及 川 弘 美

0本 論 は,ク リシ ュナ(Krsna)神 話 に お け るyaj五a(以 下Yと する)か ら

puja(以 下Pと する)へ の移行お よび両者の関係か ら,ク リシ ュナ信仰展 開の一過

程を捉 え よ うとす るものであ る。そ こで,v―isnupurana(以 下VPと す る)1)の ク

リシ ュナ神 話のなかか らYに つい ての記述 とPに 類 す る記述をぬ きだして検 討す

る。今 回扱 うク リシyナ 神話の範囲は,今 日の クリシ ュナ信仰 において も重要 と

され る クリシ ュナが驚異 的な偉業 をなし ゴーパ(gopa)や ゴ ーピー,(gopi)た ち と

遊んだ ヴ リン ダー ヴァナ(Vrndavana)の 森 を 中心 とした場面に限 った。 まず,論

を進め るにあた って,YとPと を次の よ うに定義 してお く2)。Y:神 像 等を一切

用いず,ヴ ェーダに従 って屋外に,あ る特定 の聖域 を設 け,火 を焚 き犠牲獣をは

じめ とする供物を くべ るアー リア人 の宗教儀礼。P:寺 院 または家な どの屋 内で

神像 を用いて,そ れに花 ・香 ・果物 ・牛 乳 ・水等を捧げ る宗教儀礼。

Iま ず,Yに つ いてみてい く。VPの クリシxナ 神話 では,5・2・7(Y1,以

下順にY2・:と する),5・10・36(Y2),同37(Y3),同43(4Y),同44(Y5),5・17・7

(Y6),同8(Y7),同16(Y8)に 見 られ る。 これ ら は,ヴ ェー ダの伝統 的なY

(Y6-Y8)と それ とは質を異にす るY(Y1-Y5)と にi類別で きる。

Y7で はYの 効 力の偉大 な ことが述べ られ,Y6・Y8は,ヴ ィシ ュヌの異 称の

yaj五apurusaの 記 載 が見 られ る。 ブラーフマナ文献な ど では,Yは 祭祀 の力そ

のものとしてみ なされ,ヴ ィシ ュヌは しば しばYと 密接に関係 し て い る こ とか

ら,こ こでは ヴェー ダのYと 同 じYに ついて述べてい るとい}る 。

Y1は,ジ ャガ ッ ドダー リー(Jagaddhari,ド ゥルガー)女 神 を称賛 す る場面 で

yajnyabhutabhavastrayiと あ る。 この女神が ヴェータの神 ではない ことか ら,

これは ヴ ェー ダのYが 次第 に ヴェーダ以外の神に対 して も用い られ るよ うにな っ

た こ とを意味 し,本 来 のYと は異なる もの といえ よ う。Y2-Y5は ク リシ ュナが

ゴーヴ ァル ダナ(Goverdhana)山 を 持 ち上げ る物語に含 まれ,giriyaj五a(Y2,Y4,

Y5) • goya jna (Y2) • girigoya jna (Y3) • mantraya jna (Y3) • sitaya jna (Y3)
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とい う記述がみ られ る。 特 に5・10・38-40に はgiriyaj五aに ついて,種 々の供

物 と ともに動物 の犠牲を捧 げ3),そ し て ホ ーマ(homa,祭 祀の火)が 捧げ られ る4)

こ とが説 明され ている。一応,伝 統 的なYの 形 態を とってはい る。 しか し,ゴ ー

ヴァルダ ナ のYで は そ の火 の神聖 さや重要 さ よ りも,動 物の犠 牲な ど供物を捧

げ ることが中心 となっているよ うで あ る5)。 またY3で は,mantrayajnapara

vipurah sitayajnasca karsakah/girigoyajnasilasca vayamadrivanasrayah//

とあ り,そ れ ぞれの生活の よるべに従 ってバラモンは マン トラヤジ ュニヤを,農

耕者 はシー ターヤジ ュニヤを,そ して牧畜者は ギ リ ・ゴーヤジ ュニャに専念すべ

き ことが述べ られ ている。 ここでのYは 繁栄 と恵みを もたらす ものへ の感謝 と称

賛 と崇敬 の念な どに よ り祭 るとい う意味 のほ うが強い6)。 この ような,Yは 願望

を成就 させ るこ とを主 たる 目的 とし,天 の神の もとへ供物を運ぶ火が 中心的役 割

を果す ヴェーダの とは異 な り,本 来 の意 味が 失われ て しまってい る。以上 の こと

か ら,こ こでは,ヴ ェーダの とそれ とは本質的 に異 なるYが 混在 している といえ

る。

H次 にPに ついてみてみ る。yPに はPと い う言葉はみあた らないが7),そ

れ に類す る記 述は あ る。そ れ は,5・6・7(P1と す る。以下同様i)と5・7・64(P2),

5・19・1(P3)で あ る。

P1に は, yasoda sakatarudhabhagnabhandakapalikah/sakatam carcaya-

masa dadhi-puspa-phala-aksataili// と あ り,ヤ シ ョ ー ダ ー(Yasoda)が,幼 児 の

クリシュナ によって引っ繰 り返 され てしまった ことに驚 き恐れ,シ ャタカ(sakata,

馬車)と 壊れて しまった 壼 に,ヨ ーグル ト・花 ・果物 ・穀物を捧げた ことが 描か

れ ている8)。 この場 面では,こ のあ とこの出来事を不吉 な前兆 と恐 れて村人たち

が,村 を捨 てて他 へ移動 して しま うの であ る。 これ らの記述か ら,こ のPに 類 似

した儀礼 は,邪 悪な ものを追い払い清め るとい った呪術 的な性 格を もった もの と

いえ る。P2は,brahrnadyairarcyatedivyairya§capuspanulepanaih/と あ り,

ヤ ムナー(Yamuma)河 に潜 む魔物 であ る蛇 のカー リカー(kalika)が ク リシュナに

打 ち敗か され彼 に許 しを乞 うて,ク リシ ュナをZ..て い る。 さらに,P3で は,

evamantarjale visnumabhistuya sa yadavah/arcayamasa sarvesam pus-

pairdhupairmanoramaih // と あ り,ヤ ム ナ ー 河 で ヤ ー ダ ヴ ァ(ア クル ー ラの こ と)

が,ヴ ァシ ュヌ(ク リシュナ)に 花 と香を捧げ ている。

さて,Pに 類 する儀 礼では,P1の 汚 れを払 うこと,悪 魔払い とい った呪術的

意味合 いを もつ儀 礼 と,P2・P3の よ うに,超 自然的 なものへ の畏怖や敬 い尊ぶ
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べき対象への崇敬の念からの礼拝供養との2種 に分ける ことが で き る。ところ

で,今 日のPは,両 者の意味をすべてを含んでいる。このことから,本 来異なる

意味と機能を持っていたこれ らの宗教儀礼が次第に統合されて,今 日のPが 成立

していったと思われる。 また,こ れ らの儀礼には,Pの 顕著な特徴である寺院と

神像に関する記述がみ られないが,こ れは,ク リシュナ信仰において寺院や神像

がまだ,一 般的になる以前で,Pと しての宗教儀礼が確立していなかったためと

考えられる。

皿 以上,み てきたように,こ の クリシュナ神話では,Yと いわれ る宗教儀

礼とPに 類似の宗教儀礼が見 られた。前者にはヴェーダ半来のYと それとは異な

るYと か混在し,後 者には後にPと して統合されてい く日常的 レヴェルでの厄除

け,悪 魔払いの儀礼や神を敬い礼拝する儀礼などその他諸々の宗教儀礼が含まれ

ていた。ここで留意すべきことはYは その本来の意味が薄らぎ,神 への畏敬から

祭 り崇めるとい うP的 要素を含んだものとなったことである。これは,ク リシュ

ナ信仰の発展過程においてYか らPへ の移行はYが 単に衰退したのではな く,本

来のYの 中にP的 数素がはいり込み,次 第にYが 本来の意味を失いPの 中に包含

され解消されていったことを伺わせる。

1)テ ク ス トは版 に よ り多 少 異 な る が,大 意 に お い て は大 差 な い,こ こで はH.H. Wilson
"Vis

nu Prana, A System of Hindu Mythology and Tradition" を使用した。

2)Pに ついての諸説およびYと のP関 係については拙論,「 クリシュナ信仰におけ る

祭祀の変遷に関する一考察」『史叢』50号,日 本大学史学会1993年

3) tasmadgovardhanah sailo bhavadbhirvidharhanaih/arcyatam pujyatam medh-

 yam pasum hatva vidhanatah// (VP. 5•E10•E38) 

4) samarcite krte home bhojitesu dvijatisu/ (VP. 5•E10•E40)

5)5・10・44-46に は,牛 飼 いた ち が実 際 に祭 祀 を 行 な う場 面 が 描 か れ て い る。 それ に

はdadhipayasamamsadyairdaduh(VP. 5・10・44)と 供 物 に つ い て は記 載 が あ る が,

homaに つ い て は な に も述 べ られ て い な い。 この こ とか ら も供 物 が中 心 で あ る こ とを

伺 わ せ る。

6)5・10・19-24に も,ナ ン ダ長 老 が,雨 が 自分 た ち の生 活 を 豊 か に す る た め,そ の 雨

を もた らす イ ン ドラ神 を 人 々は 喜 ん で 祭 るの だ とい うこ とを 説 明 し て い る。

7)VP. 5・10・25にsakurapujaneの 形 がみ られ る。

8)Bhagavata purana(10・7・11,12)で は,ヤ シ ョー ダ ー は,こ の ク リシ ュナ の仕 業 を

悪 魔 が とつ いた た め と考 え バ ラ モ ン に,お 祓 い を して もら い,村 人 た ち がVPと 同 様

に花,水 ・穀 物 ・牛 乳 な どを 捧 げ て い る。

<キ ー ワ ー ド>ク リ シ ュ ナ,ヴ オ シ ュ ヌ ・ プ ラ ー ナ,ヤ ジ ュ ニ ャ,プ ー ジ ャ ー

(東方研究会専任研究員)
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